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一 

 



 

松
江
市
は
昭
和
九
年
以
来(

昭
和
三
十
年
三
月
に
至
る
間
に)

逐
次
そ
の
周
辺
の
島
根
県
八
束
郡
津
田
村
を
は
じ

め
、
川
津
、
朝
酌
、
法
吉
、
乃
木
、
竹
矢
、
大
庭
、
忌
部
、
生
馬
、
持
田
、
本
庄
、
古
江
の
十
二
箇
村
を
合
併

し
、
地
元
民
の
熱
望
に
こ
た
え
、
か
つ
は
広
域
都
市
行
政
の
見
地
か
ら
交
通
、
文
化
、
経
済
、
住
宅
、
教
育
等
総

合
的
に
そ
の
建
設
計
画
を
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
市
政
運
営
上
、
ま
た
市
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
貢
献

す
る
と
こ
ろ
の
大
き
い
市
営
バ
ス(
昭
和
四
年
事
業
開
始)

の
路
線
延
長
を
計
画
し
、
諸
般
の
準
備
を
整
え
て
さ
る

二
十
九
年
一
月
左
記
の
路
線
申
請
を
行
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
同
年
十
月
に
至
り
よ
う
や
く
広
島
陸
運
局
長
の

聴
聞
会
を
終
り
、
さ
ら
に
満
一
箇
年
経
過
後
の
翌
三
十
年
十
月
広
島
に
お
い
て
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
席
上
に
お
い
て
は
、
こ
の
申
請
が
輸
送
需
要
に
対
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
供
給
輸
送
力
が
輸
送
需
要
量

に
対
し
不
均
衡
と
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
の
事
業
を
自
ら
適
確
に
遂
行
す
る
に
た
る
計
画
と
能
力
を
有
す
る
こ
と
、

あ
る
い
は
こ
の
事
業
が
公
益
上
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
一
般
自
動
車
運
送
事
業
の
免
許
基
準
に
合
致
す
る 

松
江
市
営
バ
ス
運
行
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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記 

し
か
る
に
そ
の
後
今
日
に
至
る
ま
で
さ
ら
に
八
箇
月
、
申
請
以
来
実
に
二
年
有
半
を
経
過
し
て
い
る
現
在
、
な

お
な
ん
ら
の
決
定
に
接
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
間
申
請
地
元
よ
り
は
再
三
再
四
関
係
当
局
へ
折

衝
を
く
り
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
ん
ら
誠
意
あ
る
確
答
に
接
せ
ず
、
市
民
生
活
並
び
に
市
政
運
営
上
重
大

な
悪
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
状
態
で
あ
る
。 

旨
を
具
体
的
か
つ
詳
細
に
説
明
し
た
の
で
あ
る
。 
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〃 
 

古
志
原
町
―
〃 

 

大 

草 

町 
 

（
三
、
八
〃 

） 

三 

〃 
 

中 

原 

町
―
松
江
市
浜
佐
陀
町 

 

（
二
、
五
〃 

） 

政
府
は
、
こ
れ
に
対
し
今
後
い
か
な
る
措
置
を
と
ら
ん
と
す
る
の
か
。 

一 

松
江
市
東
川
津
町
―
松
江
市
福
原
町 

 
 

（
四
、
四
キ
ロ
） 

二 

〃 
 

奥 

谷 

町
―
八
束
郡
講
武
村 

 
 

（
五
、
六
〃 

） 

四 

 



 

 

五 

五 
〃 

 

竹 

矢 

町
―
八
束
郡
東
出
雲
町 

 

（
一
、
一
〃 

） 
六 

〃 
 

浜
乃
木
町
―
松
江
市
東
忌
部
町 

 

（
六
、
九
〃 

） 

ま
た
右
許
可
の
み
と
お
し
並
び
に
許
可
に
な
る
時
期
等
に
つ
き
責
任
の
あ
る
回
答
を
な
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


